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先週は、成人の祝いを成すことができまして、本当

に感謝でした。 

服部雅さんは、フィリピンで英語を学び、今は英会

話教室の先生をしながら、次代の子ども達の英語教育

に携わるようになりました。山口卓真君は、大学に通

いながら、専門を近代アメリカ史に据えて、研究をす

るといことで

した。これも、

加瀬宣雄師の

お父様が研究

されてきたこ

とと通じてい
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て、大変期待出来るものになりそうです。小泉太郎君

は、より実践的に将来を開こうと、資格を取得して仕

事をしていくことを模索していました。雪下尚馬君は

昨年から、新規事業を始めることを目標にしていまし

た。遂に実現して、20 歳にして社長をしています。

社員が 2 人いて、これから養わないと、と気合いが

入っていました。勝間真也君は、リラクゼーションの

マッサージのバイトをしながら、大学に通っています。

鮫島美月さんは、昨年フィリピンに留学して、一皮剝

けて、新しい挑戦に向かおうとなさっています。岡本

啓吾君は、東京の大学に通いながら、しっかり学んで

います。藤林遍統路君は、家庭の国際化が進んでいる

ことに刺激を受けて、英語を習得すると決意しました。 

私も「二兎を追え！」と励ましました。世間の常識

に囚われないで、思い切って挑戦し、二兎を追って、

二兎以上を掴んで欲しいと願います。ガンバレ！ 



Kyoto Central Chapel Weekly Report 

 

 

 
3 

2020 年１月 19 日(日) 聖日礼拝 1１時００分  

 

主題『神の共在！』 

説教者：藤林イザヤ 

 

聖書箇所 ヨハネ伝7.10-18 

 

10 しかし、兄弟たちが祭りに上って行ったとき、イエス御自身も、人目を避け、

隠れるようにして上って行かれた。 

 

11 祭りのときユダヤ人たちはイエスを捜し、「あの男はどこにいるのか」と言っ

ていた。 

 

12 群衆の間では、イエスのことがいろいろとささやかれていた。「良い人だ」と

言う者もいれば、「いや、群衆を惑わしている」と言う者もいた。13 しかし、ユ

ダヤ人たちを恐れて、イエスについて公然と語る者はいなかった。 

 

14 祭りも既に半ばになったころ、イエスは神殿の境内に上って行って、教え始め

られた。15 ユダヤ人たちが驚いて、「この人は、学問をしたわけでもないのに、

どうして聖書をこんなによく知っているのだろう」と言うと、16 イエスは答えて

言われた。「わたしの教えは、自分の教えではなく、わたしをお遣わしになった方

の教えである。 

 

17 この方の御心を行おうとする者は、わたしの教えが神から出たものか、わたし

が勝手に話しているのか、分かるはずである。18 自分勝手に話す者は、自分の栄

光を求める。しかし、自分をお遣わしになった方の栄光を求める者は真実な人であ

り、その人には不義がない。 

 

 

＜イエスこそ、仮庵の存在！！＞ 

イエスのことは、都においても噂になっていたがユダヤ人を恐れた！ 
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→イエスは、祭りの半ばに忽然と姿を現し、公然と聖書をひもといた！ 

⇒イエスの教えは遣わされた方に栄光を帰するものであった！ 

 

 

ヨハネ伝7.19-24 

 

19 モーセはあなたたちに律法を与えたではないか。ところが、あなたたちはだれ

もその律法を守らない。なぜ、わたしを殺そうとするのか」 

 

20 群衆が答えた。「あなたは悪霊に取りつかれている。だれがあなたを殺そうと

いうのか」 

 

21 イエスは答えて言われた。「わたしが一つの業を行ったというので、あなたた

ちは皆驚いている。22 しかし、モーセはあなたたちに割礼を命じた。——もっと

も、これはモーセからではなく、族長たちから始まったのだが——だから、あなた

たちは安息日にも割礼を施している。 

 

23 モーセの律法を破らないようにと、人は安息日であっても割礼を受けるのに、

わたしが安息日に全身をいやしたからといって腹を立てるのか。24 うわべだけで

裁くのをやめ、正しい裁きをしなさい。」 

 

 

＜人をうわべで裁くな！＞ 

イエスは、モーセの律法が与えられているのに遵守していないと批判！ 

→安息日に38 年の病の人を癒やしたことは、律法の本質に抵触しない！ 

⇒表面的なことに囚われて、愛する、生かす道を踏み外すな！ 
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（メッセージ・ポイント） 

① 神の仮庵、（     ）は、 

イエスに実現した！ 
 

 

C f)ヨハネ伝1.14 

14 言は肉となって、わたしたちの間に宿られた。わたしたちはその栄光を見

た。それは父の独り子としての栄光であって、恵みと真理とに満ちていた。 

 

※宿られた……仮庵、天幕を張った 

 

 

C f)マタイ伝1.23 

23 「見よ、おとめが身ごもって男の子を産む。その名はインマヌエルと呼ば

れる。」この名は、「神は我々と共におられる」という意味である。 
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② 人を（       ）だけで 

裁いてはいけない！ 

 

 

C f)マタイ伝7.1-2 

1 「人を裁くな。あなたがたも裁かれないようにするためである。2 あなたが

たは、自分の裁く裁きで裁かれ、自分の量る秤で量り与えられる。 
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藤林邦夫師 3 分間メッセージ 『悩みの日に』 

 

去年の11 月24 日と25 日の両日、姫路シャローム教会に招かれて、献堂1 周

年記念聖会で御用をしました。 

その折、高校2 年生の形山良枝姉が病院から外泊許可を得て、集会に出席されま

した。そして、2 曲、心から主を賛美する絶唱をされたのですが、会衆は涙と共に

聴きました。 

 

実はこの姉妹は、既にガンで手術をされた後で、かなり厳しい状況にあったので

す。にも拘わらず、信仰の霊に燃えて、主への愛を賛美されたのです。 

 

教会の証集にこの姉妹の証が載せられていますが、病気を知った時のショック、

もう言葉も出ず、涙も出なかった。やがて薬物療法で毛髪が抜け、食物が通らず、

苦闘の入院の日々。ただ御言葉を求めて祈り、 

「私は思う。今のこの苦しみは、やがて私たちに現されようとする栄光に比べて

ると、言うに足りない」（ローマ書8.18） 

と示され、力づけられているとのことです。 

 

先日、私は小高い丘に立ち、足元の家々を眺めていますと、もう夜も更けて、灯

火が輝いていました。その一軒、一軒の家の灯りを見ていて思いました。一つ一つ

の灯りのもとで、家族が生活している。外からみていると、みな輝いているが、中

の状況は一様ではない。 

 

愛する者が病み、生死の境をさまよっている家族もあるに違いない。死別の悲し

みを味わった家もあるだろう。 

人はみな、それぞれの苦悩を負いながら生きている。どうか、それぞれの家庭に、

平和があるように、と、心から祈らされました。 

 

新年も、この形山姉のように、病気の中で戦っている人がいるのです。私は、そ

の重荷を心で共に負い、主の助けを祈らされています。そして、ただ主が「彼らの

悩みのとき、主も悩まれて、彼らをもたげ携えられる」（イザヤ書63.9）方である

ことを、信じて行くのみです。  
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★今週の予定 

2020年1月23日(木)  BLD祈祷会 19:30- アバハウス2階 

楽しみにしながら、心を合わせて祈りましょう。 

 

★礼拝のご案内 

 日曜日   教会学校・New Creation Seminar 9：30− アバハウス3階 

       聖日礼拝  11:00- アバハウス1・2・3階 

       手話礼拝  11:00- アバハウス1階(第三週目の聖日礼拝) 

       支援礼拝  13:30- アバハウス2階 

       ろうあ者学び会 14:00- アバハウス3階（第三週日曜日） 

木曜祈祷会 19:30- アバハウス２階 

 

★1月の予定 

 19日(日) 洗礼式 アバ3階 第2礼拝後 

   午後、教会大掃除 

 21日(火)  アグロー祈祷会 アバ2階 18:00- 

 23日(木) BLD祈祷会 アバ2階 19:30- 

 30日(木) BLD祈祷会 アバ2階 19:30- 

 

 

 京都中央チャペル (αββα－HOUSE) 
〒604-0845 京都市中京区烏丸御池上る二条殿町540 

Tel: 075-229-3058 Fax: 075-229-3059 
  http://www.chuochapel.com 
    郵便振替 ０１０９０－３－５２９２２ 名義：京都中央チャペル 

◆2020年1月16日のBLD祈祷会出席者数   ≪合計20名≫ 
◆2020年1月12日(日)の礼拝出席者数  ≪合計83名≫ 

  CS…5名 礼拝…50名 Zoom…16名 支援…12名 
名 
 


